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平成 25年度 愛知県の障害者雇用施策について 

 

事業名及び予算額 主な事業内容 備 考（実績等） 

１雇用促進費 

1,527 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)障害者就職面接会の実施 

 (ｱ)学卒障害者就職面接会（7月 5日） 

  ・県、愛知労働局、愛知新卒応援ハローワーク共催 

  ・会場は名古屋国際会議場 イベントホール 

  ・学生は、大学等を卒業後 3年以内の未就職者も対象とする 

(ｲ)一般障害者就職面接会 

・県、愛知労働局、公共職業安定所共催 

・名古屋・尾張地区（9月 20 日、平成 26 年 2月 27 日） 

・三河地区（刈谷：9月 3日、豊橋：平成 26 年 2 月 6 日） 

(ｳ)地域での就職面接会 

・ハローワークと共催で地域での就職面接会を実施（半田：12 月 12 日） 

 

(2)障害者雇用促進トップセミナーの開催 

・対象：事業主や人事担当役員等 400 名 

・内容：障害者雇用事業所等好事例の紹介など 

 

(3)障害者雇用優良事業所の表彰 

  ・対象：障害者を積極的に多数雇用する事業所 5 事業所程度 

・目的：障害者雇用の一層の理解と周知を行う 

・時期：障害者雇用促進トップセミナー内で実施 

 

(4)障害者雇用啓発資料の作成・配布 

  ・内容：障害者雇用啓発冊子を作成し、企業や障害者雇用支援機関等に配布 

  ・部数：3,000 部 

 

(5)企業等への障害者雇用の要請 

  ・方法：主要経済 4団体へ県及び愛知労働局幹部が直接訪問し、障害者雇用要請を実施 

また法定雇用率未達成企業に対して、愛知労働局との連名の雇用要請文を発送 

・時期：労働局の障害者雇用状況発表後、速やかに実施 

 

(6)地域におけるネットワークの構築    

  ・障害者就業・生活支援センターと地域の経済団体（商工会議所等）等の連携推進のため

のセミナー等の開催 

 

 

(1)就職面接会（平成 25年度の就職者数・就職率は 11 月時点） 

(ｱ)学卒障害者就職面接会参加状況等 

年度 障害者数 企業数 就職者数 就職率 

25 94 人 135 社 23 人  24.5% 

24 93 人 106 社 23 人 24.7% 

23 100 人 93 社 15 人 15.0% 

(ｲ)一般障害者就職面接会参加状況等 

年度 障害者数 企業数 就職者数 就職率 

25 年 9 月 812 人 220 社 52 人 6.4% 

24 1,675 人 460 社 149 人 8.9% 

23 1,598 人 404 社 104 人 6.5% 

 

(2)障害者雇用促進トップセミナー 

開催日 場 所 内  容 

26.1.17 

（予定） 

中区役所

ホール 

「障害者雇用の現況と課題への対応について」 

「当社における精神障がい者雇用について」（株）TB エンジニアリング 

「障害者雇用いつやるの、今でしょう」就労移行支援事業所マーム 

 

(3)障害者雇用優良事業所表彰 

開催日 場 所 表彰事業所（6事業所） 

26.1.17 

（予定） 

中区役所 

ホール 

（医）宏和会、（株）中京医薬品、中部瓦斯（株）、つばめ自

動車（株）、豊田スチールセンター（株）、（株）メイド-  

 

(4)冊子「障害者の雇用のために」 

作成時期 作成部数 内容 配布先 

26 年 3 月 3,000 部 
各種助成制度・援助機関の案
内、雇用優良事業所の事例紹介 

県内企業、県民生活プラザ、ハ
ローワーク等 

 

(5)経済団体及び未達成企業への雇用要請 

実施日 訪問先団体 要請文送付企業数 

25.12.9 
①県経営者協会 ②県商工会議所連合会 

③県商工会連合会 ④県中小企業団体中央会 

2,740 社 

(23 年度:2,712 社) 

 

(6)地域におけるネットワークの構築 

実施日 商工会議所名 内容 

25.11．1 豊田商工会議所 
障害者就業・生活支援センターの説明 

講演（企業、ハローワーク、養護学校）等 
25. 11.14 津島商工会議所 

26.3.7（予定） 名古屋商工会議所 
 

資料 2 
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事業名及び予算額 主な事業内容 備 考（実績等） 

２就労支援事業費 

     1,397 千円 

     

 県が育成した就労支援者等を障害者や事業主に対する相談・助言のため職場等に派遣し、福

祉的就労から一般就労への促進を図る。 

 ・就労支援者等：平成 19 年～21年の就労支援者養成研修修了者（92 人）及び 1号ジョブコ

ーチのうち承諾が得られた者 

 ・派遣回数：延べ 210 回以上 

就労支援実績（H25 年度は 11 月末現在） 

年度 22 23 24 25 

求職活動支援 113 2 20 14 

職場実習支援 21 0 0 14 

職場定着支援 139 216 196 65 

支援回数計 273 回 218 回 216 回 93 回 
 

３障害者定着雇用奨励金 

45,897 千円 

 

国の「特定求職者雇用開発助成金」の支給終了後も、引き続きその障害者を雇用する中小企

業事業主に対して、県独自の奨励金を支給する。 

・目的：経済面から障害者の職場定着を促進するよう企業を支援する。 

支給区分 支給額（月額） 県支給期間 

重度障害者  7,500 円 1 年 

中軽度障害者 5,000 円 1 年 6 月 

中軽度障害者（短時間） 3,500 円 1 年 6 月 

 ※国の特開金と併せて 3年間の支給 

 

奨励金の支給（H24 年度は 11 月支給分まで） 
 

年度 22 23 24 25 

対象事業主数 527 社 406 社 589 社 424 社 

対象障害者数 658 人 537 人 892 人 670 人 

支給額 24,332,500 円 19,212,500 円 29,036,500 円 20,374,000 円 

４障害者職業訓練費 

    320,187 千円 

(1)施設内訓練 

  障害者に自己の職業訓練に適応する職種に必要な基礎知識と技能を習得させることによ

り、就職及び自立を容易にし、職業の安定と地位の向上を図る。 

  実施場所：愛知障害者職業能力開発校 

  定 員 等：訓練科 5科、125 人 

  訓練期間：1年 

(2)委託訓練 

(ｱ)障害者の態様に応じた多様な委託訓練 

 訓練期間 1～3か月、定員 450 人 

(ｲ)特別委託訓練 

・食品加工科 訓練期間 2年、定員 20人（知的障害者対象） 

  ・生産実務科 訓練期間 1年、定員 5人（精神障害者対象） 

(1)施設内訓練 

訓練科 訓練期間 24定員 24入校者 25定員 25入校者 

情報システム科 1 年 20 人 16 人 20 人 10 人 

ＯＡビジネス科 1 年 30 人 23 人 30 人 25 人 

ＣＡＤ設 計 科 1 年 30 人 10 人 30 人 21 人 

デ ザ イ ン 科 1 年 30 人 21 人 30 人 23 人 

総 合 実 務 科 1 年 15 人 6 人 15 人 12 人 

合  計 125 人 76 人 125 人 91 人 

(2)委託訓練（H25 年度は 11 月末現在） 

訓練種別 24定員 24受講者 25定員 25受講者 

(ｱ) 委託訓練 500 人 373 人 450 人 302 人 

(ｲ) 特別委託訓練 25 人 25 人 25 人 25 人 

合  計 525 人 398 人 475 人 327 人 
 

５障害者雇用促進コーディネ

ート事業 

（緊急雇用創出基金事業） 

10,589 千円 

平成２５年度新規事業 

職場実習先の開拓から実習生の受入れ、さらには就職に向け連続した支援を行うことで着実

に雇用に結びつけ、障害者雇用の促進を図る。 

・職場実習確保企業数 60 社以上、 

・職場実習件数 60 人以上 

・ミニ企業面接会の開催（企業 24 社、障害者 57 人） 

  日時：平成 25 年 12 月 24 日(火)12 時～17時 

場所：ウインクあいち ７階 705・704 展示場 

実績（H25 年 11 月末現在） 

 件 数 

訪問件数 259 社（事業所 144 社、福祉施設 115 社） 

職場実習受入事業所（新規） 68 社（新規）、35 社（昨年からの継続） 

職場実習実施数 10 人（実習希望者 53 人） 

就職者数 7 人 

６障害者通勤移動支援事業 

（緊急雇用創出基金事業） 

         21,303 千円 

平成２５年度新規事業 

 障害者の通勤に関するアンケート調査を企業に実施し、通勤に関する考え方を把握するとと

もに、福祉・介護タクシーを活用した移動支援の体験乗車を実施する。 

 ・アンケート対象企業：50 人以上雇用している事業所 5,350 社 

 

 

 



 

 

- 3 - 

その他 内  容 備  考 

障害者就業・生活支援センタ

ーの設置拡充 

 

 障害者の身近な地域において就労支援が可能になるよう、障害者就業・生活支援センターを

各障害福祉圏域に 1箇所の設置を目指す。（県内：１２障害福祉圏域） 

   

圏域 施設の名称 設置年月日 

東三河南部 豊橋障害者就業・生活支援センター 平成 14年 5 月 7日 

知多半島 知多地域障害者就業・生活支援センター「ワーク」 平成 16年 7 月 1日 

名古屋 なごや障害者就業・生活支援センター 平成 17年 4 月 1日 

西三河南部 西三河障害者就業・生活支援センター「輪輪」 平成 19年 4 月 2日 

尾張西部 尾張西部障害者就業・生活支援センター「すろーぷ」 平成 20年 4 月 1日 

尾張北部 尾張北部障害者就業・生活支援センター「ようわ」 平成 20年 4 月 1日 

尾張東部 尾張東部障害者就業・生活支援センター「アクト」 平成 21年 4 月 1日 

西三河北部 西三河北部障がい者就業・生活支援センター 平成 22年 4 月 1日 

海部 海部障害者就業・生活支援センター 平成23年 10月 1日 

東三河北部 東三河北部障害者就業・生活支援センター「ウィル」 平成 24年 4 月 1日 

尾張中部 尾張中部障害者就業・生活支援センター 平成 25年 4 月 1日 
 

 

未設置圏域：１箇所 

・西三河南部西圏域：平成２６年度設置予定 

県の機関における知的障害者

インターンシップ事業 

 県立知的障害養護学校から推薦を受けた生徒（高等部 1年生及び 2年生）を、県の機関にお

いて職場実習を行う。 

 受入所属：地方機関を含む全ての県の機関 

 実習人数：14名   実習期間：5日間～10日間 

実習実施状況 
 

年度 22 23 24 25 

実習生数 9 人 ７人 6 人 14 人 

障害者多数雇用事業所等への

物品等・役務の優先発注 

 県が物品等及び役務を調達する際、障害者雇用率が 3.6％以上の県内に本店を有する中小企

業又は県内の事業協同組合等に優先的な取扱いを行う。 

 平成 25年度登録対象企業等：28 社（随時受付） 

                                 

優先的調達実績（平成 24 年度） 
 

 指名競争入札等 随意契約 

件数 金額 件数 金額 

物品等 0 件 0 円 221 件 15,676,925 円 

役務 0 件 0 円 54 件 8,688,813 円 

第 3セクター方式による重度

障害者多数雇用企業の設立運

営 

 重度障害者や知的障害者に安定した雇用の場を創出するため、障害者雇用のモデル企業とし

て設立した、民間企業、本県及び名古屋市の共同出資による第 3セクター方式の重度障害者多

数雇用企業 2社の運営指導を行う。 

    

 

 

企 業 名 愛知玉野情報システム㈱ 名古屋昭和建物サービス㈱ 

所 在 地 名古屋市東区葵 1-13-3 名古屋市昭和区下構町 1-4 

設立年月 昭和 62年 10 月 平成元年 8月 

従業員数 

 

20 人 

（障害者15人うち重度15人） 

32 人 

（障害者 10人うち重度 7人） 

障害者雇用連絡会議の開催 

 

 関係行政機関や関係団体の連携し、障害者雇用の一層の促進を図る。平成 24 年 4 月設置。

作業部会：「障害者雇用率向上部会」 

構成員：県産業労働部就業促進課、県健康福祉部障害福祉課、県教育委員会特別支援教育課、

愛知労働局、愛知障害者職業センター、なごや障害者就業・生活支援センター等 

 

 


